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研究成果の概要：1999〜2007 年冬季（2〜3 月）に東シナ海においてプランクトンネットで採

集された仔魚標本を基に、仔魚の個体数密度を計算し、仔魚の個体数変動と表面水温との関係

を解析した。仔魚の個体数密度は表面水温と正の相関があり、黒潮の北側海域よりも黒潮海域

で仔魚が多く分布していること、黒潮海域よりも黒潮の北側海域で個体数密度の経年変動幅が

大きいことが分かった。黒潮北側海域は東シナ海陸棚水の影響を大きく受けることから、中

国沿岸からの沿岸水の移流や淡水の流入量と関係があり、このことが仔魚の個体数密度変動

が大きく変動することと関係があるものと推測された。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,600,000 0 1,600,000 

2007 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 240,000 3,740,000 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、世界の水産資源管理は、「種個体

群の資源管理」から生態系全体を考慮した

「複数種資源管理」や「生態系に基づく水

産資源管理（Ecosystem-based Fisheries 

Management）」に移行しつつあり、特定の

水産資源の生態研究だけでなく、それを取

り巻く生物的・物理的環境や他の生物との

相互関係の把握、つまり海洋生態系の構造

と機能の理解が必要とされている。重要な

水産資源である種が生活史の初期段階を

過ごす海域の生態系研究は、その資源の初

期生残過程や加入量決定機構の解明、ひい

ては資源変動機構の解明に特に重要であ

る。 

 東シナ海は、マアジ、ブリ、スルメイカ

など我が国の重要な水産資源の漁場であ

るだけでなく、これら生物の産卵場として、
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また資源変動機構解明の鍵となる生活史

初期段階の生育場としても注目されてい

る海域である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、水産資源となる種の生残過程
に与える影響を定量的に把握し、資源変動機
構を解明することを最終目標とし、本課題で
は、これら水産資源となる種の生活史初期段
階を取り巻く環境のうち、餌の競合関係や捕
食-被食関係を通じて、水産資源の初期生残
過程に影響を与えると予想される他の仔稚
魚の分布特性、個体数密度、種組成およびそ
の個体数の経年変動を把握することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 独立行政法人水産総合研究センターによ

って、1996年よりスルメイカ稚仔調査（北海

道区水産研究所）、2001年よりマアジ産卵

場・加入量調査（西海区水産研究所）が東シ

ナ海において行われており、現在も継続され

ている。これら調査は、主に冬季から春季に

かけて産卵する種の分布や加入量などを把

握するため、東シナ海から薩南海域まで分布

域を網羅するようにグリッド採集が行われ

ている。これらの調査で採集された標本のう

ち、マアジ、ブリ、スルメイカなど水産資源

となる重要な種の仔稚については、同センタ

ーにて計測および解析が行われているが、個

体数の大部分を占め、また様々な種から構成

されると予想されるその他の魚類仔稚につ

いては手つかずのまま保存されている。本研

究では、この標本群を中心に仔稚魚群集の解

析を行った。なお、解析を行った主な観測項

目は以下の通りであった。 

・ボンゴネットによる仔稚魚採集（0〜約100

m層・傾斜曳き） 

・CTDによる水温・塩分の鉛直構造観測など

物理観測 

 以上の標本および水温データを基に、測点

毎に仔魚の個体数密度を解析し、物理環境

（海流系、水温など）と個体数密度の対応を

解析した。 
 
４．研究成果 
(1)2003 年 2〜3 月に東シナ海において行わ
れた 3 航海（開洋丸、北光丸、とりしま）で
採集した仔稚魚標本について一部の種の同
定および個体数密度を解析した。この３航海
で採集された仔稚魚の総個体数は開洋丸で
8,491 個体、北光丸で 10,124 個体、とりし
まで 23,345 個体、計 41,960 であった。個体
数密度は開洋丸で 1.0〜330.4 inds m-2（平
均 57.6 inds m-2）、北光丸で 0.4〜226.0 inds 

m-2（平均 52.4 inds m-2）、とりしまで 2.4
〜328.1 inds m-2（平均 55.8 inds m-2）であ
った。このうち、水産的に重要な種（マアジ、
カタクチイワシ、ウルメイワシ、ムロアジ属、
サバ属、サンマ）は 3,289 個体で、全体の
7.8％に過ぎず、そのほとんどは中・深層性
魚類や底魚類の仔稚魚であると推測された。
３航海のうち、開洋丸航海で採集された標本
から、優占種と考えられる中・深層性魚類マ
イクロネクトンであるヨコエソの仔魚を同
定し、解析を行った。採集された仔稚魚の総
個体数8491個体のうち1006個体がヨコエソ
仔魚で、全体の 11.8％を占めた。個体数密
度は 1.0〜69.0 inds m-2（平均 14.4 inds m-2）
であり、東シナ海の黒潮流軸海域に多く分布
している傾向があった。 
 

(2)1999〜2007年2〜3月の標本を基に仔魚個

体数密度を計算し、仔魚の個体数変動と表面

水温との関係を解析した。この期間に採集を

行った測点数は、のべ1,447測点、採集され

た仔魚の総個体数は、計223,501個体であっ

た。仔魚の個体数密度は表面水温と正の相関

があり、水温が高いほど仔魚密度が高い傾向

にあった。表面水温が20℃未満と20℃以上の

測点に分け、各海域の仔魚個体数密度を比較

すると、仔魚個体数密度が他の年よりも有意

に高かった1999年を除いてどの年も20℃以

上の黒潮系水の海域で平均個体数密度が高

かった。20℃未満の海域の平均個体数密度は

13.3-222.9inds m-2、20℃以上の海域では

57.1-132.4inds m-2であり、年ごとの変動幅

はそれぞれの海域で16.7、2.3倍と表面水温

が低い海域で変動幅が大きいことが分かっ

た。このことから、表面水温が低い海域にお

いては、水温や餌生物などの環境変動が大き

く、それらが仔魚の分布や個体数密度の変動

に影響を与えていることが推測される。マア

ジ仔魚やスルメイカ仔稚は黒潮域に分布し

ていることから、黒潮域の水温や流量が仔魚

の分布量、つまり生残や成長に影響を与える

ことが推測され、黒潮域の物理的要因の変動

が仔魚の個体数変動を解明する上で重要で

ある。また、水温が20℃未満の黒潮北側海域

は東シナ海陸棚水の影響を大きく受けるこ

とから、中国沿岸からの沿岸水の移流や淡水

の流入量と関係があり、このことが仔魚の個

体数密度変動が大きく変動することと関係

があるものと推測された。本研究では、標本

数が莫大であるため、種毎の個体数変動の解

析には至らなかったものの、全仔魚個体数が

海域によって変動様式が異なることが明ら

かとなり、今後種毎にその分布や個体数変動

が、水温や塩分などの海洋環境の変動特性と



どのような関係があるか明らかにすること

が必要である。 
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